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Ｊ
Ａ
全
中
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
が

主
催
す
る
第
四
十
三
回
日
本
農

業
賞
の
表
彰
式
が
三
月
八
日
、

東
京
都
渋
谷
区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
大
賞
を
獲
得
し

た
Ｊ
Ａ
ご
と
う
高
菜
部
会
か
ら

山
下
部
会
長
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
全
中
の
萬
歳
章
会
長
は

「
日
本
農
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
共
に
地
域
を
け
ん
引
し
て
も

ら
え
る
と
期
待
す
る
」
と
受
賞

者
ら
を
激
励
。
林
芳
正
農
相
は

「（
受
賞
者
の
経
営
は
）
攻
め

の
農
林
水
産
業
の
モ
デ
ル
で
あ

り
、
現
場
の
宝
だ
。
高
い
技
術

力
と
優
れ
た
経
営
マ
イ
ン
ド
を

持
つ
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

一
層
、
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
た
東
京

大
学
大
学
院
の
大
杉
立
教
授
は

受
賞
者
の
特
徴
と
し
て
、
農
畜

産
物
の
加
工
、
販
売
な
ど
に
取

り
組
む
経
営
が
多
い
こ
と
を
挙

げ
、「（
受
賞
者
の
取
り
組
み
が

モ
デ
ル
に
な
り
）
安
全
・
安
心

な
食
料
の
供
給
力
の
向
上
と
安

定
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

個
別
経
営
の
部
で
大
賞
を
受
賞

し
た
北
海
道
新
篠
津
村
の
大
塚

裕
樹
さ
ん
が
「
一
人
で
も
多
く

の
若
者
に
、
農
業
は
面
白
い
な
、

農
業
に
挑
戦
し
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
も
ら
え
る
農
業
を
志
し

て
い
る
」
と
述
べ
、
地
域
農
業

の
振
興
に
貢
献
す
る
決
意
を
示

し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞

三
月
九
日
掲
載
）
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（（33／／88 東東京京：：NNHHKK ホホーールルににてて））

「日本農業のトップランナーとして期待」
（JA全中会長）

受受賞賞者者のの方方々々（（前前列列右右かからら33・・44番番目目がが高高菜菜部部会会））
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当
Ｊ
Ａ
高
菜
部
会
の
山
中
秀

雄
副
部
会
長
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の

中
尾
弘
一
組
合
長
ら
は
三
月
十

七
日
、
県
庁
で
中
村
法
道
知
事

へ
第
四
十
三
回
日
本
農
業
賞
の

集
団
組
織
の
部
で
大
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
を
報
告
し
、
高
菜
漬

け
の
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

部
会
は
、
会
員
一
〇
〇
戸
が

八
十
五
㌶
で
、
お
よ
そ
四
〇
〇

〇
㌧
を
収
穫
。
漬
け
物
業
者
の

需
要
が
高
い
肉
厚
で
葉
の
大
き

な
タ
カ
ナ
を
育
て
、
業
務
用
タ

カ
ナ
の
国
産
シ
ェ
ア
二
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
三
カ
所
あ
る
Ｊ

Ａ
の
加
工
施
設
に
日
量
三
〇
ト

ン
を
搬
入
し
、
塩
漬
け
な
ど
の

一
次
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
次
加
工
で
体
積
を
半
分
に
減

少
さ
せ
、
島
外
へ
の
出
荷
で
も

輸
送
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
と
と

も
に
、「
塩
蔵
タ
カ
ナ
」
と
し

て
通
年
で
の
安
定
供
給
を
実
現
。

漬
け
込
み
作
業
に
は
、
加
工
所

ご
と
に
地
域
の
女
性
ら
約
一
〇

人
が
当
た
り
、
雇
用
創
出
に
も

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

山
中
副
部
会
長
は
「
こ
の
受

賞
を
機
会
に
、
さ
ら
に
規
模
拡

大
、
増
産
を
図
り
、
日
本
一
の

産
地
を
目
指
し
た
い
。
品
質
向

上
に
も
更
な
る
努
力
を
し
た

い
」
と
意
欲
を
述
べ
ま
し
た
。

中
村
知
事
は
「
離
島
に
と
っ

て
は
輸
送
コ
ス
ト
高
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
農
産
加

工
品
で
日
本
一
を
と
ら
れ
た
の

は
皆
さ
ま
の
苦
労
の
成
果
だ
。

離
島
の
基
幹
産
業
は
農
水
産
業
、

行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
基

幹
産
業
を
育
て
た
い
。
大
賞
受

賞
を
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
仲
間
の
輪
を
拡
げ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞

三
月
十
九
日
掲
載
）

日本農業賞大賞 受賞報告会
（3／17長崎市：長崎県庁）

「大賞受賞をひとつのステップに」
（中村長崎県知事）

高菜を試食する中村知事

中中尾尾組組合合長長扇扇山山部部会会員員橋橋本本部部会会員員山山中中副副部部会会長長

高菜を贈呈する山中副部会長

中中村村知知事事
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当
Ｊ
Ａ
高
菜
部
会
は
三
月
二
十
日
、
第

四
十
三
回
日
本
農
業
賞
大
賞
受
賞
を
記
念

し
、
カ
ン
パ
ー
ナ
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を
開

き
ま
し
た
。
式
に
は
中
村
法
道
県
知
事
を

は
じ
め
、
部
会
員
、
関
係
機
関
な
ど
一
三

〇
名
が
出
席
。
島
を
挙
げ
て
の
快
挙
に
多

く
の
出
席
者
が
お
祝
い
の
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
尾
弘
一
組
合
長

が
「
今
回
の
受
賞
は
部
会
員
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｊ
Ａ
・
漬
物
業
者
・
関

係
機
関
な
ど
が
連
携
し
実
現
し
た
。
今
後

も
『
五
島
の
元
気
は
農
業
か
ら
』
を
念
頭

に
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
た
い
」
と
挨

拶
。
ま
た
、
中
村
知
事
も
「
離
島
で
の
農

業
は
厳
し
い
環
境
に
あ
る
が
、
高
菜
の
一

次
加
工
に
よ
る
出
荷
が
全
国
で
も
高
い
評

価
を
受
け
、
県
に
と
っ
て
も
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
。
今
後
も
生
産
者
の
苦
労
が
報

わ
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
面
積
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
高
菜
の
漬
け
込
み
用
タ
ン
ク
の
増

設
に
向
け
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
担
当
者

は
「
受
賞
を
契
機
と
し
て
面
積
拡
大
・
質

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
特
別
栽
培
農

産
物
の
認
証
を
目
指
し
、
今
後
も
安
全
・

安
心
な
五
島
産
高
菜
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た

い
」
と
生
産
拡
大
と
と
も
に
販
売
促
進
に

も
力
を
入
れ
る
と
語
り
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
三
月
二
十
八
日
掲
載
）

日本農業賞大賞受賞記念祝賀会
（3／20カンパーナホテル）
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三
月
三
・
四
日
の
両
日
、
第
四

十
三
回
日
本
農
業
賞
特
別
番
組
撮

影
の
た
め
、
俳
優
の
杉
浦
太
陽
さ

ん
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
撮
影
ク
ル
ー
が
五

島
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
同
大
賞
を

受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
ご
と
う
高
菜
部
会

の
撮
影
が
目
的
で
、
杉
浦
さ
ん
は

部
会
員
の
橋
本
安
孝
さ
ん
の
高
菜

畑
や
Ｊ
Ａ
の
加
工
施
設
な
ど
で
作

業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、
八
日
に
行
わ
れ

る
授
賞
式
の
様
子
と
と
も
に
、
同

賞
を
受
賞
し
た
個
人
や
団
体
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
五
島
を
訪
れ
た
杉
浦
さ

ん
は
上
崎
山
町
の
橋
本
さ
ん
の
畑

で
高
菜
を
収
穫
し
、
天
日
干
し
、

積
み
込
み
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
前
日
に
子
牛
が
産

ま
れ
た
橋
本
さ
ん
の
牛
舎
で
の
撮

影
も
急
遽
行
わ
れ
、
高
菜
以
外
の

五
島
の
農
業
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
堤
町
の
本
山
高
菜
加
工

所
で
は
実
際
に
一
次
加
工
の
漬
け

込
み
も
作
業
員
た
ち
に
交
じ
っ
て

体
験
。
作
業
員
の
熟
練
の
手
さ
ば

き
に
杉
浦
さ
ん
は
「
ベ
テ
ラ
ン
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
作
業
は
速
い
上

に
て
い
ね
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。

（
日
本
農
業
新
聞

三
月
二
十
九
日
掲
載
）

俳優の杉浦太陽さんが五島産高菜を紹介
（3／3・4 日本農業賞特別番組撮影）

生生産産者者のの橋橋本本ささんん㊧㊧とと収収穫穫体体験験をを終終ええたた杉杉浦浦ささんん㊨㊨

直売所にて商品の紹介産まれたばかりの子牛を観察漬け込み体験の様子
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
五

島
家
畜
市
場
で
二
十
六
年
三
月
期
せ
り
市
を
開
い

た
。
二
〇
〇
戸
の
畜
産
農
家
が
子
牛
五
二
六
頭
、

成
牛
五
九
頭
、
計
五
八
五
頭
の
黒
毛
和
種
を
上
場

し
ま
し
た
。
子
牛
五
二
六
頭
の
平
均
取
引
価
格
は

五
三
四
、
五
六
八
円
（
前
回
比
〇
・
一
㌫
安
）、

成
牛
五
九
頭
の
平
均
取
引
価
格
は
三
三
七
、
八
一

五
円
（
前
回
比
一
㌫
安
）
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
同
Ｊ
Ａ
の
中
尾
弘
一
組
合
長
は

「
先
日
行
わ
れ
た
五
島
産
素
牛
枝
肉
共
励
会
で
は

過
去
最
高
の
上
物
率
八
三
㌫
と
い
う
こ
と
で
、
肥

育
農
家
の
技
術
の
向
上
と
素
牛
の
能
力
の
向
上
が

み
ら
れ
た
。
今
後
も
優
良
雌
牛
群
の
造
成
を
は
じ

め
、
来
年
度
か
ら
は
せ
り
時
の

購
買
者
宿
泊
費
の
助
成
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
五
島
家
畜
市
場
に
来
て
ほ

し
い
」
と
高
品
質
の
子
牛
づ
く
り
と
購
買
者

誘
致
に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
五
島
家
畜
保
健

衛
生
所
の
林
和
彦
所
長
は
「
本
年
度
最
後
の

せ
り
市
と
い
う
こ
と
で
、
購
買
者
の
優
良
雌

牛
導
入
の
意
欲
が
高
く
、
雌
牛
価
格
が
前
回

比
一
〇
二
・
六
㌫
と
好
調
な
取
引
だ
っ
た
。

全
体
成
績
も
前
回
並
み
を
維
持
し
、
好
調
さ

を
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
今
後
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
参
考
に
し
た
適

正
管
理
を
さ
ら
に
徹

底
し
、
上
場
子
牛
の

斉
一
化
が
必
要
」
と

市
場
全
体
で
の
価
格

維
持
が
重
要
と
話
し

ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
三

月
二
十
二
日
掲
載
）

五
島
家
畜

市
場
で
三
月

二
十
日
、
平

成
二
十
五
年

度
第
十
二
回

と
な
る
五
島

肉
用
牛
大
学

が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の

大
学
は
五
島

の
畜
産
農
家
の
所
得
向
上
を
目
的

に
昨
年
度
か
ら
行
わ
れ
、
今
回
が

最
後
の
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

講
義
に
は
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
な
ど
お
よ
そ
六

〇
名
が
参
加
し
、
一
時
間
目
の
講
義
で
は
「
肉

用
牛
（
よ
も
や
ま
）
講
座
」
と
題
し
て
、
五
島

家
畜
保
健
衛
生
所
の
林
和
彦
所
長
が
和
牛
の
歴

史
か
ら
県
有
種
雄
牛
の
紹
介
、
口
蹄
疫
対
策
に

つ
い
て
説
明
。
二
時
間
目
に
は
五
島
振
興
局
地

域
普
及
課
の
池
田
辰
也
専
門
幹
が
鹿
児
島
県
曽

於
市
の
先
進
地
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
最
後
の
講
義
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
皆
勤
賞
が
七
名
の
受
講
者
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。
受
講
者
を
代
表
し
て
、
肉
用
牛
部
会
の

熊
川
甚
一
部
会
長
は
「
こ
の
二
年
間
の
講
義
で

受
講
者
は
多
く
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
先
進
地
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

講
義
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
今
後
も
ぜ
ひ

継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
大
学
で
刺
激
を
受
け
た

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

大
学
は
二
年
間
の
役
目
を
一
旦
終
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
大
学
事
務
局
は
「
今
後
も
部
会
の

集
り
な
ど
の
時
に
勉
強
会
と
い
っ
た
形
で
継
続

で
き
れ
ば
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
三
月
二
十
七
日
掲
載
）

Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
三
月
五
日
、

二
十
六
年
度
か
ら
発
行
す
る
支
店

だ
よ
り
の
研
修
会
を
本
店
で
開
き

ま
し
た
。
各
支
店
か
ら
お
よ
そ
二

〇
名
が
参
加
し
た
研
修
会
で
は
、

（
一
社
）
家
の
光
協
会
の
今
井
拓

巳
さ
ん
が
発
行
目
的
や
作
成
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
。
参
加
者

ら
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
実
際

に
レ
イ
ア
ウ
ト
の
作
成
を
体
験
し
、

発
行
に
向
け
た
流
れ
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

支
店
だ
よ
り
は
現
在
、
全
国
で

盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
支
店

協
同
活
動
の
一
環
で
、
組
合
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

上
で
重
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
組
合
員
満

足
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
職
員
の
主
体
性
を
引
き

出
す
な
ど
の
職
員
の
能
力
向
上
に
も
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
初
の
研
修
会
と
な
っ
た
が
、

発
行
の
目
的
や
効
果

な
ど
が
分
か
り
や
す

か
っ
た
。
今
後
も
定

期
的
に
勉
強
会
な
ど

を
行
い
、
魅
力
あ
る

支
店
だ
よ
り
を
目
指

し
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
三

月
八
日
掲
載
）

より地域に密着した情報を
－支店だより研修会実施－

引引引引引引引引引引引ききききききききききき続続続続続続続続続続続ききききききききききき高高高高高高高高高高高値値値値値値値値値値値ををををををををををを維維維維維維維維維維維持持持持持持持持持持持
－26年3月せり市－

２年間の講義に幕
－五島肉用牛大学最終回－

前回比
（％）
102．6
97．8
99．9

平均体重
（kg）
259
278
270

kg 単価
（円）
1，864
2，056
1，979

平均価格
（円）
483，258
571，541
534，546

最高価格
（円）
737，100
835，800
835，800

落札価格
（円）
101，254，000
166，019，000
267，273，000

売却
（頭）
220
305
525

性別
メス
去勢
合計

3月せり市成績表
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当
Ｊ
Ａ
で
は
ハ
ウ
ス
ビ
ワ
の
出
荷
が

三
月
八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
二
十
六
年

産
は
年
明
け
か
ら
の
好
天
で
生
育
順
調
。

昨
年
よ
り
出
荷
が
一
〇
日
前
後
早
ま
り

ま
し
た
。
高
単
価
が
期
待
で
き
る
三
月

出
荷
分
は
昨
年
を
上
回
る
見
込
み
で
す
。

び
わ
部
会
で
は
、
栽
培
管
理
の
徹
底
や

目
揃
会
を
行
い
、
関
東
・
関
西
を
中
心

に
有
利
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

管
内
で
は
、
一
二
戸
が
二
㌶
で
「
長

崎
早
生
」と「
福
原
早
生（
長
崎
甘
香
）」

の
二
品
種
を
栽
培
。
今
年
産
は
、
夏
場

の
乾
燥
か
ら
着
果
数
が
増
加
。
昨
年
よ

り
四
㌫
多
い
、
一
三
㌧
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
販
売
単
価
は
一
㌔
あ
た
り
平
均
二
、
〇
六
九

円
で
、
今
年
産
も
同
二
、
〇
〇
〇
円
が
目
標
。
び
わ

部
会
の
馬
場
嵜
誠
部
会
長
は
「
好
天
に
加
え
て
、
生

育
に
合
わ
せ
た
栽
培
管
理
が
で
き
た
。
今
年
は
部
会

内
で
も
、
早
め
に
出
荷
で
き
る
生
産
者
が
多
い
」
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

部
会
長
は
出
荷
を
目
前
に
控
え
、
ハ
ウ
ス
内
に
稲

わ
ら
を
敷
き
詰
め
て
、
障
害
果
の
原
因
と
な
る
過
湿

を
防
止
。「
一
年
か
け
て
育
て
た
品
物
を
台
無
し
に

し
な
い
よ
う
に
気
が
抜
け
な
い
」
と
、
連
日
ハ
ウ
ス

に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

部
会
で
は
平
成
二
〇
年

に
、
産
地
活
性
化
に
向
け

て
計
八
〇
㌃
分
の
ハ
ウ
ス

を
新
設
。
昨
年
か
ら
収
穫

を
迎
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
担

当
者
は
「
果
樹
が
成
長
す

る
に
つ
れ
、
出
荷
量
が
増

え
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
三
月
八

日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ

で
は
三
月

に
入
り
、

イ
チ
ゴ
の

出
荷
が

ピ
ー
ク
を

迎
え
て
い

ま
す
。
管

内
で
は
さ

ち
の
か
と

呼
ば
れ
る

品
種
が
栽
培
さ
れ
、
糖
度
が
高
く
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

ま
た
、
一
〇
㌃
あ
た
り
一
〇
、
〇

〇
〇
パ
ッ
ク
（
一
パ
ッ
ク
二
七
五

㌘
）
以
上
の
収
量
が
見
込
め
る
品

種
で
、
管
内
で
は
い
ち
ご
部
会
の

一
三
名
が
栽
培
し
て
お
り
、
主
に
長
崎
の
市
場

に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
久
木
町
の
二
〇
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
を
行

う
野
原
敏
さ
ん（
六
〇
）と
美
代
子
さ
ん（
五
三
）

は
さ
ち
の
か
を
育
て
始
め
て
六
年
目
を
迎
え
、

品
質
に
自
信
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。「
今
年

は
例
年
よ
り
収
量
も
多
く
、
糖
度
も
高
い
。
三

番
果
の
時
期
が
早
く
な
り
そ
う
な
の
で
、
適
期

出
荷
を
心
掛
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

野
原
さ
ん
は
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
高
設
栽
培
に
よ

る
新
品
種
ゆ
め
の
か
の
導
入
を
行
う
予
定
で
、

さ
ら
な
る
品
質
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
、
さ
ち
の
か
よ
り
高
い
収
量

が
期
待
さ
れ
る
ゆ
め
の
か
へ
の
切
り
替
え
を
す

す
め
、
五
島
産
イ
チ
ゴ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
た
い
と

し
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
三
月
十
四
日
掲
載
）

三
井
楽
町
の
㈱
五
島
列
島
酒
造
で
三
月
二

日
、
酒
蔵
び
ら
き
が
初
め
て
行
わ
れ
、
島
内

外
か
ら
多
く
の
見
物
客
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

同
酒
造
の
麦
焼
酎
「
五
島
麦
」
は
二
〇
一
二

年
の
福
岡
国
税
局
酒
類
鑑
評
会
で
最
上
位
の

大
賞
を
獲
得
し
て
お
り
、
島
内
外
に
フ
ァ
ン

が
多
い
焼
酎
。
こ
の
催
し
は
製
造
開
始
五
周

年
を
記
念
し
開
か
れ
た
も
の
。
地
元
産
の
サ

ツ
マ
イ
モ
と
麦
を
使
っ
た
焼
酎
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
酒
蔵
近
く
の
道
の
駅
遣
唐

使
ふ
る
さ
と
館
に
は
当
日
限
定
販
売
の
芋
焼

酎
「
五
島
芋
」
の
原
酒
や
五
島
の
特
産
品
を

販
売
す
る
テ
ン
ト
も
並
び
、
来
場
者
は
五
島

の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

酒
蔵
見
学
で
は
杜
氏
が
各
工
程
に
つ
い
て

て
い
ね
い
に
説
明
を
行
い
、
参
加
者
ら
は
写

真
を
撮
っ
た
り
、
作
業
体
験
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。
広
島
県
か
ら
参
加
し
た
中
岡
真
由
美

さ
ん
は
「
五
島
に
は
何
回
か
訪
れ
て
い
て
焼

酎
を
お
み
や
げ
に
買
っ
て
い
た
。
実
際
に
作

業
工
程
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

社
長
の
谷
川
友
和
さ
ん
（
三
四
）
は
「
今

回
初
め
て
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
が
、
予
想
以
上
の
反

響
に
驚
い
た
。
今
後
も
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
焼
酎

を
は
じ
め
と
し
た
特
産
品
も
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
こ
れ

か
ら
も
五
島
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
三
月
十
二
日

掲
載
）

知知名名度度アアッッププをを目目指指すす
－イチゴ出荷ピーク－

初の酒蔵開き 島内外から客
－㈱五島列島酒造 酒蔵びらき－

早出しで有利販売
－ハウスビワ出荷スタート－
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№12崎山支店
・正組合員戸数：290戸
・准組合員戸数：223戸
・基 幹 作 目：畜産、バレイショ、葉タバコなど
・支店職員数：19人

崎
山
支
店
の
山
本
で
す
。
崎
山

支
店
は
福
江
島
の
南
東
に
位
置
し
、

福
江
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る

西
海
国
立
公
園
の
鐙
瀬
溶
岩
海
岸

が
有
名
で
、
鬼
岳
が
活
火
山
時
代

に
噴
火
し
た
溶
岩
流
が
海
に
流
れ

込
ん
で
で
き
た
海
岸
で
す
。
農
業

は
畜
産
・
葉
タ
バ
コ
・
バ
レ
イ

シ
ョ
・
高
菜
な
ど
が
盛
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
、
地
域
住

民
の
拠
り
所
と
な
れ
る
よ
う
に
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

ターデ本基

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪崎山っっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななととととととととととととととこここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪管内のおすすめスポット

橋本職員橋本職員

吐合職員吐合職員

大櫛係長大櫛係長

今道職員

佐々野課長佐々野課長

谷川職員

山下職員山下職員

山本支店長

佐々野職員佐々野職員

小柳職員

箕岳展望所
箕岳展望所

赤島をはじめとする島々を一望できる
展望所です。桜の時期にはライトアッ
プも行われます。

山口次長

南職員

生田職員

門口職員
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橋
本
さ
ん
は
現
在
、
高
菜
三
〇
〇
㌃
の

栽
培
と
、
繁
殖
和
牛
十
五
頭
の
飼
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
て
就
農

長
崎
県
立
農
業
経
営
大
学
校
を
卒
業
後
、

福
岡
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
営
業
と
し

て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
送
っ
て
い
た
橋

本
さ
ん
。
五
島
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
親

か
ら
「
五
島
に
戻
っ
て
農
業
を
」
と
呼
び

か
け
ら
れ
、
就
職
か
ら
五
年
半
後
に
就
農

し
ま
し
た
。
高
菜
の
栽
培
を
始
め
る
前
に

は
バ
レ
イ
シ
ョ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

重
量
作
物
で
あ
っ
た
た
め
、
省
力
化
の
目

的
で
五
年
前
か
ら
転
作
を
始
め
ま
し
た
。

三
年
間
で
す
べ
て
高
菜
に
切
り
替
え
、
作

業
面
で
か
な
り
楽
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
だ
わ
り
の
エ
サ
で
元
気
な
牛

取
材
当
日
は
三
月
せ
り
市
の
前
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
牛
舎
で
の
取
材
と
な
り

ま
し
た
。
今
回

の
せ
り
に
は
二

頭
出
荷
す
る
と

い
う
こ
と
で
、

飼
育
で
の
こ
だ

わ
り
を
お
聞
き

す
る
と
「
今
ま

で
経
験
し
た
中

で
、
食
い
込
み

が
良
か
っ
た
エ

サ
を
与
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
あ
と
は
観
察
を
大
事
に

し
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
安
福
久
も
導
入
予
定
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

多
方
面
で
活
躍
中

橋
本
さ
ん
は
現
在
、
青
年
部
崎
山
支
部

長
も
務
め
ら
れ
、
小
学
校
で
の
食
農
教
育

を
中
心
に
地
域
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
菜
部
会
の
若
手
を
代

表
し
て
、
日
本
農
業
賞
表
彰
式
や
県
知
事

へ
の
報
告
会
な
ど
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
三
月
三
日
に
行
わ
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
撮
影
で
は
ご
家
族
と
一
緒
に
五

島
を
代
表
す
る
高
菜
農
家
と
し
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
高
菜
の
面
積
拡
大
を
視
野
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
述
べ
た
橋
本
さ
ん
。

日
本
一
の
高
菜
生
産
地
の
代
表
と
し
て
、

ま
た
若
手
農
家
の
中
心
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞をををををををををををををををををををををををををををををををををを機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機にににににににににににににににににににににににににににににににににに更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更ななななななななななななななななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
五島市上崎山町
はしもと やすたか

橋本 安孝さん（42）NO．47
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産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま

い
」
内
に
あ
る
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
新
鮮
な
地
元
産
野
菜
を

使
っ
た
サ
ラ
ダ
バ
ー
が
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
直
売
所
オ
ー
プ
ン
当
初
か

ら
続
い
て
お
り
、
新
鮮
な
野
菜

が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
と
口

コ
ミ
で
広
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

日
の
メ
イ
ン
は
と
れ
た
て
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
。
定
食
な
ど
を
注

文
し
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
、

サ
ラ
ダ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ご
飯
も
お
か
わ
り
自
由
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
昼
食
時
に
は
レ

ス
ト
ラ
ン
の
前
に
列
が
で
き
る

こ
と
も
。

週
に
何
度
も
訪
れ
る
と
話
す

男
性
は
「
独
身
で
野
菜
不
足
な

の
で
、
あ
り
が
た
い
サ
ー
ビ
ス
。

ど
の
野
菜
も
新
鮮
で
お
い
し

い
」
と
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
平
日
は
定
食

な
ど
を
提
供
。

ま
た
、
土
・
日

に
は
バ
イ
キ
ン

グ
を
行
っ
て
お

り
、
五
島
産
の

食
材
を
中
心
と

し
た
メ
ニ
ュ
ー

と
な
っ
て
い
ま

す
。

お誘い合わせの上、ぜひご来店ください‼

日本農業賞大賞の五島産高菜をぜひ一度ご賞味ください！

※商品についてのお問い合わせ・ご注文は、産直市場「五島がうまい」（88－9933）または
JAごとうホームページまで

おかわり自由！新鮮野菜のサラダ

4／18㈮～20㈰ 「五島がうまい」3周年大創業祭
楽しいイベントが盛りだくさん！日頃の感謝を込めた3日間です。

イベント1
農畜産物対面販売

イベント2
五島うどん試食販売

イベント3
五島豚試食会
イベント5
フリーマーケット

イベント4
お買い上げ抽選

五島がうまい 高菜一本漬
1袋200円

きざみからし高菜
1袋160円

漬物語り（きざみ昆布味高菜）
1袋400円

漬物語り（きざみ辛子高菜）
1袋400円
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当
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
三
月
二

日
、
本
店
で
親
子
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
教
室

は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
親
子
合
わ

せ
て
二
〇
名
が
参
加
。
ク
リ
ー
ミ
ー
プ
リ
ン
と
イ
チ

ゴ
や
リ
ン
ゴ
を
入
れ
た
べ
っ
こ
う
飴
、
布
テ
ー
プ
を

使
っ
た
バ
ッ
グ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

べ
っ
こ
う
飴
は
好
き
な
大
き
さ
に
切
っ
た
果
物
を

砂
糖
と
水
を
熱
し
た
飴
に
素
早
く
く
ぐ
ら
せ
、
見
た

目
も
鮮
や
か
な
飴
を
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
作
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
祭
り
で
売
っ
て

い
る
り
ん
ご
飴
よ
り
、
小
さ
く
て
か
わ
い
い
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
布
テ
ー
プ
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
づ
く
り
で
は
、

参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
箱
を
土
台
に
、
個
性
豊
か
な

作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
部
会
員
か
ら
は
「
雨

に
濡
れ
て
も
壊
れ
な
い
の
で
実
用
的
」
や
「
自
分
で

好
き
な
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ッ
グ
が
作
れ
る
の
で
、
家
で

も
作
り
た
い
」
と
反
応
も
上
々
の
様
子
。
同
部
会
で

は
今
後
も
部
会
員
獲
得
に
向
け
こ
う
し
た
親
子
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
計
画
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
三
月
二
十
五
日
掲
載
）

親子で手づくり楽しいね♪ －フレッシュミズ部会親子教室－

▼
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
員

募
集
中
！

・
年
会
費：
一
、
〇
〇
〇
円

・
女
性
部
に
属
す
る
お
お
む
ね
四
五
歳
未
満
の
方

・
興
味
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
経
済
部

（
山
田
）
〇
九
五
九－

七
二－

六
五
八
五
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1．クリーミープリンづくり
2．フルーツ入りべっこう飴づくり
3．布テープを使ったバッグづくり

容内の回今

できたてをいただきます☆

手づくりバッグの出来に
大満足の参加者

分量をきちんと量って
おいしいプリンを作ろう

どんなデザインにしようかな？カラフルなべっこう飴

女性部の活動
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1．報告事項

2．議案事項

1．報告事項

2．議案事項

平成25年度 第10回理事会（平成26年2月28日 開催）

報告№1 主な事業経過と行事予定について

報告№2 主要事業1月末計画と実績について

報告№3 「産直市場五島がうまい」12月末実績

について

報告№4 平成26年1月期～2月期県内家畜市場

市況について

報告№5 平成26年1月末食肉販売実績について

報告№6 平成25年12月末資産自己査定結果につ

いて

報告№7 貸付金の実行について

報告№ その他

議案№1 総代選挙管理者・立会人の指名につい

て【可決】

議案№2 固定資産の処分について【可決】

①旧木場出張所事務所

②種芋貯蔵庫、集繭場2棟（本山支店）

③旧配送センター（旧新魚目支店）

議案№3 員外利用規制違反改善計画書の提出に

ついて【可決】

議案№4 常例検査指摘事項改善状況について

【可決】

議案№5 貸付金の審査について【可決】

議案№ その他

平成25年度 第11回理事会（平成26年3月24日 開催）

報告№1 主な事業経過と行事予定について

報告№2 主要事業2月末計画と実績について

報告№3 「産直市場五島がうまい」2月末実績

について

報告№4 平成26年3月期県内家畜市場市況につ

いて

報告№5 平成26年2月末食肉販売実績について

報告№6 平成25年度子会社の実績見込及び平成

26年度計画（案）について

①㈱ JAごとう葬祭

②㈱ JAごとう食肉センター

③ JAファームごとう

報告№7 内部監査の品質評価結果について

報告№8 貸付金の実行について

報告№ その他

平成26年度上半期理事会・定例会の開催日程につ

いて

議案№1 役員選任要領（案）について【可決】

議案№2 平成26年度事業計画（案）について【可

決】

議案№3 業務継続計画書〈BCP〉（案）の策定

について【可決】

議案№4 貸付金の審査について【可決】

議案№ その他

ごとう 12
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西部支店 玉之浦出張所 大町 竜馬 福江支店 管理金融課
西部支店 玉之浦出張所 松本ユキ子 本店金融部 金融課（よう員）
西部支店 玉之浦出張所（よう員） 寺内 元樹 坂の上事業所 燃料課（よう員）
坂の上事業所 自動車課 貞方 伸一 富江支店 経済課
坂の上事業所 自動車課 野口美智子 富江支店 管理金融課
坂の上事業所 燃料課（臨時） 今里 邦夫 本店農産園芸部 臨時
上五島支店 支店長 山口 俊二 上五島支店 次長兼共済統括（審査役）
上五島支店 管理金融課 LA統括（審査役） 川崎 隆泰 本店金融部 次長兼金融課長（審査役）
上五島支店 次長兼管理金融課長 吉村 嗣宏 上五島支店 管理金融課長
上五島支店 営農畜産課長 近藤 鶴清 若松支店 係長（経済）
上五島支店 経済課長 濵上 勝利 上五島支店 経済課係長
上五島支店 管理金融課共済 LA調査役 小島みつる 上五島支店 管理金融課共済 LA係長
上五島支店 管理金融課共済 LA係長 鉄川 昌美 上五島支店 管理金融課共済 LA
上五島支店 管理金融課係長 山田眞由美 上五島支店 管理金融課
上五島支店 管理金融課（よう員） 大瀬良真紀 有川支店 出納（よう員）
上五島支店 営農畜産課 出口 大輔 新魚目支店 LA
上五島支店 管理金融課 瀧澤 琢哉 有川支店 共済
上五島支店 管理金融課 LA 松藤 竜也 福江支店 管理金融課
上五島支店 経済課給油所調査役 森下 満 新魚目支店 購買・調査役
上五島支店 管理金融課（貸付）嘱託・再雇用 田中 郁夫 上五島支店 管理金融課 LA統括（審査役）
上五島支店 経済課 寳亀 正浩 有川支店 購買
若松支店 次長兼渉外 原 敏雄 本山支店 管理金融課長
若松支店 貸付兼共済 野坂 敏行 有川支店 貸付
若松支店 貯金（試用） 西坂有希子
新魚目支店 支店長（兼購買） 小賀半四郎 本店金融部 部長
新魚目支店 LA 山下 直彦 上五島支店 管理金融課 LA
有川支店 貸付係長 吉田 善文 若松支店 係長 貸付・共済
有川支店 購買 森 利幸 上五島支店 営農畜産課
有川支店 出納 大瀬良マリ 上五島支店 管理金融課共済
有川支店 共済 江濱 恵 上五島支店 管理金融課・共済
上五島支店 経済課（臨時） 60歳到達により 吉村 浩介 上五島支店 経済課（よう員）
三井楽支店 経済課（よう員） 夏井 克樹 三井楽支店 経済課（臨時）
店舗部 よう員 道越 宏人 店舗部 臨時
店舗部 よう員 三村 美喜 店舗部 臨時
本店経済部 農業資材課（よう員） 江口 明穂 本店経済部 農業資材課（臨時）

鍜治梁 美由紀（18）
配属先 福江支店

大津出張所
出身地 五島市下大津町
出身校 五島高校

両親をはじめ今まで支えてくれた方々に恩返
しできるよう頑張ります。まだまだ未熟者で
すが、よろしくお願い致します。

笠田 雅（18）
配属先 三井楽支店

管理金融課
出身地 五島市三井楽町
出身校 五島南高校

真心のこもった、地域に貢献できるような仕
事ができるよう頑張ります。まだまだ至らな
い点も多い私ですが、よろしくお願い致しま
す。

西坂 有希子（18）
配属先 若松支店 貯金
出身地 新上五島町続浜ノ浦郷
出身校 中五島高校

笑顔や挨拶を忘れず、組合員の方々や地域の
方々と絆を深めていけるよう努力します。一
生懸命頑張りますので、ご指導のほどよろし
くお願い致します。

具志堅 将太（20）
配属先 本店 農産園芸部

農産園芸課
出身地 沖縄県沖縄市
出身校 長崎県立農業大学校

私は五島で生まれ、沖縄で育ちました。母
の実家が五島ということで、入組することが
でき、幸せに感じています。将来は人から信
頼され、生産者の立場から考えて行動できる
営農指導員を目指します。
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平成26年度 定期異動
新 任 氏 名 旧 任
部署 役職 部署 役職
【平成26年3月31日 付】

定年退職 再雇用 松下 充 本店農産園芸部 部長
定年退職 再雇用 泉井 和博 富江支店 支店長
定年退職 再雇用 田中 郁夫 上五島支店 管理金融課 LA審査役
定年退職 再雇用 坂井 茂樹 本店経済部 油槽所長（調査役）
定年退職 田端 義弘 上五島支店 経済課調査役
定年退職 木下 清子 坂の上事業所 自動車課
役職定年 中口 弘造 新魚目支店 支店長
依願退職 鬼塚 健二 本店農産園芸部 次長兼農政組織課長（審査役）
依願退職 山村 徳郎 上五島支店 営農畜産課長
依願退職 田端圭一朗 本店共済部 共済課
依願退職 田島 久美 若松支店

【平成26年4月1日 発令】
本店総務部 旅行センター（臨時） 中村 有佐 本店経済部 JAグリーン店舗課（臨時）
本店金融部 部長 柴田 博行 上五島支店 支店長
本店金融部 次長兼金融課長 嶋里 卓見 西部支店 岐宿出張所共済 LA・貯金兼旅行センター（課長待遇）
本店金融部 金融課 三田 和未 本店総務部 旅行センター
本店共済部 次長兼共済課長 西村 將穂 若松支店 支店次長
本店共済部 共済課 永尾 健次 本山支店 管理金融課
本店共済部 共済課 渡邉真知子 上五島支店 管理金融課
本店共済部 共済 LA課係長 野口 秀彦 富江支店 管理金融課共済 LA係長
本店共済部 共済 LA課係長 濱里 和美 三井楽支店 管理金融課係長
本店共済部 共済 LA課 藤田 正人 三井楽支店 管理金融課
本店共済部 共済 LA課 木村 晃二 三井楽支店 管理金融課共済 LA
本店共済部 共済 LA課 野原 康弘 本店経済部 SS本店
本店経済部 部長兼農業資材課長 田中 利正 福江支店 支店長
本店経済部 農業資材課（課長待遇） 四辻 弘幸 三井楽支店 経済課長
本店経済部 基幹農機センター 川口 俊介 崎山支店 経済課
本店経済部 SS本店店長（調査役） 入口 庄二 本山支店 経済課係長
本店経済部 SS本店（臨時） 西園 清秀 西部支店 玉之浦出張所（臨時）
本店経済部 JAグリーン店長兼配送課（係長） 谷口 憲彦 福江支店 大津出張所係長
本店経済部 JAグリーン配送課 山田 敏明 本店経済部 SS本店主任
本店経済部 油槽所責任者・嘱託（再雇用） 坂井 茂樹 本店経済部 油槽所長（調査役）
本店農産園芸部 部長 貞方 茂 本店経済部 部長兼農業資材課長
本店農産園芸部 次長兼農産園芸課長 山端 正幸 本店農産園芸部 農産園芸課長
本店農産園芸部 農産園芸課・支店指導（課長待遇） 深松 繁正 福江支店 営農課長
本店農産園芸部 農政組織課長・㈱ JAファーム事務取扱 今道 拓也 西部支店 営農課係長兼玉之浦地区担当
本店農産園芸部 農産園芸課 山下 金徳 西部支店 営農課・岐宿出張所
本店農産園芸部 嘱託（再雇用） 松下 充 本店農産園芸部 部長
本店農産園芸部 嘱託（再雇用）・緊急雇用創出事業 泉井 和博 富江支店 支店長
本店農産園芸部 農産園芸課（試用） 具志堅将太
福江支店 支店長 谷川 辰善 西部支店 支店長
福江支店 営農課長（次長待遇） 小川 博義 本山支店 次長兼営農課長
福江支店 管理金融課（貸付） 首浦 良正 福江支店 久賀出張所
福江支店 営農課（臨時） 田村 勇 本店農産園芸部 販売課（臨時）
福江支店 管理金融課（共済）臨時 田中 光太
福江支店 大津出張所 LA・貯金（課長待遇） 田口 五徳 本店共済部 共済 LA課（課長待遇）
福江支店 大津出張所係長 山下あけみ 福江支店 大津出張所共済 LA兼貯金
福江支店 大津出張所給油所 山本 満 西部支店 岐宿出張所
福江支店 大津出張所（試用） 鍜治梁美由紀
福江支店 久賀出張所 南 康徳 本店経済部 農業資材課
崎山支店 支店長 山本 浩 崎山支店 支店長兼経済課長・Ａコープ店長
崎山支店 経済課長兼Ａコープ店長 濱里 文博 富江支店 管理金融課調査役
崎山支店 経済課係長 阿野 光広 三井楽支店 経済課係長
崎山支店 Ａコープ（臨時） 小澤みゆき 本山支店 Ａコープ本山店（臨時）
本山支店 次長兼経済課長兼Ａコープ店長 川口富士法 本山支店 経済課長兼Ａコープ店長
本山支店 管理金融課長 白濱 厚 西部支店 岐宿出張所長兼Ａコープ店長
本山支店 営農課長 川口 政俊 本店農産園芸部 農産園芸課（課長待遇）
本山支店 管理金融課（課長待遇） 上川 剛史 本店共済部 共済課長
本山支店 管理金融課係長・金融渉外 阿比留都代美 本山支店 管理金融課係長
本山支店 経済課 酒井 忠明 本店経済部 JAグリーン配送課
本山支店 管理金融課 松坂はる美 福江支店 大津出張所
本山支店 営農課大浜 FL（臨時） 平岡 博敏 三井楽支店 営農課三井楽 FL（臨時）
本山支店 Ａコープ（パート） 南 理恵 崎山支店 Ａコープ崎山店（パート）
富江支店 支店長兼経済課長 濱里 秀昭 富江支店 次長兼経済課長（審査役）
富江支店 経済課係長 奈切 肇 坂の上事業所 自動車課係長
富江支店 管理金融課 山﨑 政宏 西部支店 玉之浦出張所係長・LA兼貯金
富江支店 営農課 牟田 勇作 福江支店 営農課
富江支店 管理金融課（よう員） 吉田しのぶ 西部支店 玉之浦出張所（よう員）
富江支店 経済課（臨時） 泉井 幸一 西部支店 岐宿出張所Ａコープ岐宿店（臨時）
富江支店 経済課（臨時） 吉田 泰弘 崎山支店 経済課（臨時）
三井楽支店 次長兼経済課長 今村 善正 上五島支店 経済課長
三井楽支店 管理金融課 川上 雄二 西部支店 玉之浦出張所
三井楽支店 経済課 野﨑 英明 本店経済部 基幹農機センター
三井楽支店 管理金融課（よう員） 竹内 久子 西部支店 岐宿出張所（よう員）
三井楽支店 営農課三井楽 FL（臨時） 馬場 英信 本山支店 営農課大浜 FL（臨時）
三井楽支店 管理金融課（試用） 笠田 雅
西部支店 支店長 樽角 幸則 本店総務部 次長兼総務課長
西部支店 営農課調査役・岐宿出張所・製茶工場管理 福山 哲哉 本店農産園芸部 農産園芸課（課長待遇）
西部支店 営農課兼玉之浦地区担当 松木 宣幸 富江支店 営農課
西部支店 岐宿出張所長 松本喜久男 本店経済部 JAグリーン店長兼配送課（係長待遇）
西部支店 岐宿出張所共済 LA・貯金（課長待遇） 山田 真一 本店共済部 共済 LA課（課長待遇）
西部支店 岐宿出張所給油所 下村 一政 坂の上事業所 燃料課
西部支店 岐宿出張所 臨時 谷川 祥子 三井楽支店 管理金融課（臨時）
西部支店 玉之浦出張所 LA・貯金係長 川上 幸三 本店共済部 共済 LA課係長
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金金融融部部かかららののおお知知ららせせ

編
集
後
記

旅
行
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは11時～14時（予約については別途）

15時～19時（軽食）
※土日・祝日限定バイキング 11時～15時、17時～19時
料金 大人：1，000円 子ども：500円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

「
島
々
に

灯
（
ひ
）
を
と

も
し
け
り

春
の
海
」

こ
の
俳
句
は
正
岡
子
規
の
作
で
、

も
と
も
と
瀬
戸
内
海
の
島
々
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
句
で
す
が
、
私

の
頭
の
中
で
は
い
つ
も
五
島
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

春
の
夕
や
み
の
中
で
、
灯
さ
れ

る
明
り
が
波
に
揺
れ
、
一
層
美

し
い
さ
ま
を
表
し
た
作
品
で
す
。

五
島
に
渡
り
四
年
目
を
迎
え
、

取
材
を
通
し
て
改
め
て
美
し
い

自
然
や
、
組
合
員
さ
ん
の
温
か

さ
に
触
れ
、
学
生
の
頃
に
覚
え

た
こ
の
句
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

年
度
も
変
わ
り
、
取
材
等
で
ま

た
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
日
本

農
業
新
聞
や
広
報
誌
等
で
五
島

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

（
紙
漉

諒
）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう№.98●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部総務課 〒853-0041 五島市籠渕町2450番地1 �0959-72-6211

●http://www.ja-goto.or.jp ●印刷／（株）昭和堂

【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955

※4月30日㈬までのキャンペーンとなります。
詳しくはJAごとう金融部（72－6212）または各支店まで。
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